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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，統制感の錯覚を鍵概念として，嗜好から依存にいたる連続体におけ
る閾値モデルを構築し，この閾値モデルに影響しうる状況要因の誘因価を評価しつつ，臨床的場面での応用が可
能な介入方法と評価という枠組みを提供することであった。実験班は一般的な健常者を対象に，統制感の錯覚が
生じるメカニズムとその制御について理論的仮説モデルを検証した。調査班はインターネットを介した大規模調
査を企画・実行し，社会一般のリスク認知とリスク・ファクターの評価を測定，同時にこれらが依存傾向に与え
る影響の大きさを検証した。臨床班は様々な依存症的臨床例を対象に，介入メソッドの開発と実践を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to construct a threshold model on the 
continuum from preference to dependence with the illusion of a sense of control as the key concept, 
and to provide a framework of intervention methods and evaluation that can be applied to clinical 
situations, while evaluating the incentive value of situational factors that may affect this 
threshold model. The experiment team tested a hypothetical theoretical model of the mechanism and 
control of the illusion of control in healthy subjects. The research team conducted a large-scale 
survey via the Internet to measure the public's perception of risk and evaluation of risk factors, 
and to examine the magnitude of their influence on addictive tendencies. The clinical team developed
 and implemented intervention methods for various addictive clinical cases.

研究分野：実験心理学

キーワード： 統制感の錯覚　メタ認知　視覚的注意　信頼障害仮説

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究のテーマである嗜好から依存へという連続体は，そのまま基礎から応用という連続体を映したものであ
り，臨床的データに対し，多変量解析的なアプローチを加え，その成果に対する認知的モデルを当てはめる，と
いう心理学領域を広く活用したアプローチが学際的特色である。また，本研究の成果は「嗜好-依存」の連続体
が仮定できる対象であれば応用可能な症例は様々に考えられるため，応用可能性は広いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

一般的に臨床心理学が対象とする様々な症例についての研究は，効果的な改善をもたらす介

入方法の研究とそれを支える臨床家の心理的態度理論に二分される。対して基礎的な研究が対

象とする様々な現象についての研究は，その現象を制御する要因と発生機序の説明を目的とし

てきた。後者の観点からすれば，これからの臨床的研究は症例の発生機序にまで言及しうる研究

方法の開発と，機序に基づく統制，その検証により注力すべきであろう。認知行動療法は介入効

果の測定に適した研究アプローチであるが，認知的機序を説明するモデルに言及しているもの

は少ない。認知的機序については，構造方程式モデリングのような構造的アプローチが主流であ

るが，昨今はベイジアン・モデリングによる計算論的アプローチが隆盛しており，個人差とデー

タ生成機序を積極的に扱うことが可能になってきた (Lee & Wagenmakers, 2013; Kruschke, 

2011)。 

こうした背景のもと，本研究課題では，嗜好性および依存性に焦点を当てる。普段の行動が何

らかの契機で犯罪や事件・事故といった非日常的事態につながることは多く，特にお酒やギャン

ブルといった犯罪リスクを高める要因につながりうる嗜好性が，どこで一線を越えうるのか，あ

るいはこうした連続体を仮定せず質的に異なるものとすべきか，という点が本研究のリサーチ

クエスチョンである。例えば，健常群と臨床群の背景に連続体があるかどうかという，いわゆる

アナログ研究については，混合正規分布モデルなどの多変量解析的アプローチにより，モデル適

合度の観点から評価が可能である。ここで構成される潜在的なクラスターは，ファジィな確率変

数であり，状況的な要因によって影響されることも少なくない。こうした状況要因は，いわゆる

リスク・ファクターとして説明モデルに加えることができる。また，潜在的クラスターの発生機

序に対して認知的モデルを構築することも可能である。本研究はここに，「自分だけは病的な依

存状態にならないであろう」というメタ認知の働きを想定した。自らの行動，行為は十分に統制

可能であるという自覚，すなわち Locus of controlにおける認知の枠組みのずれや個人差が，上

述の連続体で閾値を超えさせる説明要因となりうると考える。本研究課題では，これを統制感の

錯覚としてとらえた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，統制感の錯覚を鍵概念として，嗜好から依存にいたる連続体における閾値モ

デルを構築し，この閾値モデルに影響しうる状況要因の誘因価を評価しつつ，臨床的場面での応

用が可能な介入方法と評価という枠組みを提供することである。本研究課題における研究対象

は，スマートフォンをはじめとする個人情報端末に焦点化するが，応用可能な領域としてお酒や

ギャンブルなど日常的嗜好性から病理的現象までの連続体が仮定できるものすべてを想定して

いる。 

 

 

 

 

 



３．研究の方法 

本研究は実験，調査，臨床の三つの班で研究を進めた。実験班は一般的な健常者を対象に，統

制感の錯覚が生じるメカニズムとその制御について理論的仮説モデルを検証した。調査班はイ

ンターネットを介した大規模調査を企画・実行し，社会一般のリスク認知とリスク・ファクター

の評価を測定，同時にこれらが依存傾向に与える影響の大きさを検証した。臨床班は様々な依存

症的臨床例を対象に，介入メソッドの開発と実践を行った。以下に具体的な方法を述べる。 

 

【a】実験班 

実験班は，統制感の錯覚現象として，カフェインを摂取した状態に近づくことで認知機能が一

時的に向上する現象に着目して実験研究を行った。福田・畑・小松・青山(2014)は，コーヒーの

見た目と匂いという手がかり刺激により欲求と認知課題成績に変化が見られるかを検討した結

果，カフェインを含む飲み物を飲んだ時の状態に近づくことで，認知機能が一時的に向上するこ

とを示している。本研究では，コーヒーと同様にカフェインを含む飲料としてエナジードリンク

に焦点を当て，エナジードリンクの手がかり呈示により欲求および認知課題成績に影響が認め

られる可能性を調べた。 

実験では，仮名ひろい課題を用いて，エナジードリンクの手がかり呈示により欲求および認知

課題成績に影響が認められる可能性を調べた。質問は①エナジードリンクの飲みたい程度，我慢

できない程度を問う VAS（Visual Analog Scale）, ②年齢，性別等に関する質問に回答しても

らった。実験課題は無意味綴りのひらがなの中から“あ・い・う・え・お”を探し丸をつける仮

名ひろい課題を行った。 

 

【b】調査班 

調査班は「不確実性への不耐性尺度」を中心に，依存症との連続体を前提とした調査をするべ

く，依存対象をアルコールを中心に据えることとし，その他の依存対象についての傾向性をも含

めてさまざまな心理変数と共に調査を行った。調査は Web を介して行われたため，特段依存の傾

向がみられない健常者群を対象に行った。 

 

【c】臨床班 

臨床班は，実験班及び調査班からの情報を踏まえて本研究の臨床的応用として実践的介入が

許される調査協力現場に協力依頼を行い，当該病院の倫理委員会における審査を経て，臨床的介

入ではなくインタビュー（面接）調査という形で研究を行う運びとなった。アルコール依存症，

ギャンブル依存症，各２名，計４名の対象者に対して，依存症と診断される前の段階から診断後，

治療の過程，回復途上にある現在までの時間軸の中で依存対象に対する感情の変化等について

半構造化面接を行った。 

 

 

 



 

 

４．研究成果 

【a】実験班 

実験班の研究では，エナジードリンクの手がかり呈示により欲求および認知課題成績に影響

が認められる可能性を調べた結果，欲求およびつけた丸の総数において違いは認められなかっ

たが，正確さにおいては，手がかり呈示群の方が手がかりなし群よりも高かった。この結果は，

カフェインによる認知機能の向上を示した先行研究と異なり，実験操作による参加者効果によ

って，反応がより慎重になったと考えられる。 

 

【b】調査班 

調査班の研究では，データ全体から統計的傾向を見出すことは困難であると判断し，分析方法

を一新して連続的な依存傾向をスコア化した。調査の結果明らかになったこととして，次の三点

が挙げられる。まず，メタ認知は衝動性と不確実さ不耐性の両方に影響を持っており，両者の概

念を統合する心理変数として想定可能であること。第二に，仮説段階で大きな影響力が期待され

た衝動性と不確実さ不耐性は，依存傾向の高さに影響力を持たなかったものであること。したが

って，この 2変数をリスクファクターと考えて介入のヒントにするのは難しいと考えられた。最

後に，先行研究と合わせて考えると，この 2変数は依存症として症状が悪化してから現れる結果

変数として捉えるべきであること，である。ただしキー概念として，メタ認知がより上位の，根

本的な要因として影響している可能性があり，スキルトレーニングなど介入の手掛かりとして

利用できる概念であろうことから，今後はこうした具体的課題の開発へと展開できると考えて

いる。 

 

【c】臨床班 

臨床班は, これまでに得られたデータをもとにアルコール依存症者とギャンブル依存症者に

共通する依存の過程について考察を深めた。アルコールという物質に対する依存とギャンブル

という行為に対する依存とでは依存症という自覚に至るまでの径路は異なると考えられた。ア

ルコールは身体の不調をきっかけに依存症患者自身が病院につながることがあるが、ギャンブ

ル依存においては借金による人間関係上のトラブルをきっかけに他者から勧められて病院につ

ながるという径路をたどっていた。依存症を自覚するようになってからは「やめたい」気持ちと

「やめることができるとは思えない」気持ちの間で揺れ動き、心理的葛藤が大きいことや、「や

め続ける」ことの難しさについては、両方の依存に共通する依存の過程であると考えられた。ま

た、自助グループへの継続的な参加により、自助グループが自分の居場所のように感じることが

できることが、やめ続けることになっているという点も共通する径路であると考えられた。 

 これにより、依存症となる過程においては「他者との関係性」が一定の影響を与え、「他者不

信から他者への信頼の回復」が、依存症の種類に関わらず重要な鍵となることが示唆されたと考

える。 
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